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【前年同期比】

売上高の増加及び売上総利益率の改善等により増益

 売上高：245億円(22.1％)増加

 売上総利益：38億円(29.7％)増加

 営業利益：27億円(75.4％)増加

 経常利益：26億円(59.3％)増加

 親会社株主に帰属する四半期純利益：17億円(45.5％)増加

【業績予想比】

売上高の増加及び売上総利益率の改善等により各利益とも業績予想を上回る

 売上高：53億円(4.1％)増加

 売上総利益：26億円(18.7％)増加

 営業利益：22億円(53.7％)増加

 経常利益：24億円(52.8％)増加

 親会社株主に帰属する四半期純利益：18億円(46.3％)増加

第2四半期の売上高としては、2010年3月期の進行基準全面適用以降、最高値
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【前期末比】

• 資産の部

 「受取手形･完成工事未収入金等」の増加
「現金預金」「有価証券」の減少

売上高の増加による売上債権の増加や譲渡性預金の満期解約等

 「投資有価証券」の増加

上場株式6銘柄、非上場株式4銘柄を売却したものの、
株価上昇による含み益が増加

• 負債の部

 「支払手形・工事未払金等」の減少

 「ノンリコース借入金」の減少
石狩バイオエナジー等における返済開始

 「その他」の増加
投資有価証券の含み益の増加等に伴う繰延税金負債の増加など

• 純資産の部

 「その他有価証券評価差額金」の増加
投資有価証券の含み益の増加

 自己資本比率：50.7％（0.7ポイントアップ）
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【前年同期比】

 土木：53億円(12.5％)増加

 建築：141億円(22.2％)増加

 建設事業計：195億円(18.3％)増加

 投資開発事業等：50億円(113.0％)増加

 合計：245億円(22.1％)増加

近年は繰越工事高が高水準で推移しており、完成工事高が増加傾向

石狩バイオエナジーの営業運転開始に伴い、投資開発事業等売上高が増加
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【前年同期比】

 土木：17億円(26.2％)増加(利益率1.9ポイントアップ)
増収となったことに加え、当期末に竣工予定の大型工事の損益改善等
により利益率が改善

 建築：13億円(29.8％)増加(利益率0.4ポイントアップ)
増収となったことに加え、前期に資機材価格の高騰により赤字計上し
た大型工事が設計変更獲得等により黒字化したことから利益率が改善

 建設事業計：31億円(27.7％)増加(利益率0.9ポイントアップ)

 合計：38億円(29.7％)増加(利益率11.7％→12.4％、0.7ポイントアップ)

 工事損失引当金

土木 ⇒  2.4億円減少(6.1億円 ⇒  3.6億円)

工事完成によるもの ▲1.9億円

引当超過によるもの ▲0.5億円

建築 ⇒ 4.6億円減少(9.5億円 ⇒ 4.8億円)

工事完成によるもの ▲0.9億円

引当超過によるもの ▲3.7億円
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【前年同期比】

＜売上高＞

 不動産事業：1億円増加

 新事業：42億円増加
石狩バイオエナジー：37億円増加(2023/9期売上高：38億円)
平田バイオエナジー：4億円増加(2023/9期売上高：5.9億円)

 その他：6億円増加

 投資開発事業等合計：50億円増加

＜売上総利益＞

 不動産事業：0.9億円増加
2023年4月に東京都立川市に収益物件として共同住宅を取得
(取得価格：約7億円)

 新事業：4.7億円増加

 その他：1.7億円増加

 投資開発事業等合計：7.5億円増加

石狩バイオエナジーの営業運転開始に伴い、投資開発事業等のうち
「新事業」の割合が増加

高採算の「不動産事業」の割合が減少し、投資開発事業等全体の
利益率が低下(13.0ポイントダウン)
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【前年同期比】

 一般管理費総額：10.8億円増加

 人件費：1.8億円増加
2022年4月新設の技術本部の拡充
「従業員向け株式給付信託」の導入

 その他：8.9億円増加
海外工事における工事代金の入金遅延に伴う貸倒引当金の計上
ICT関連費用
石狩バイオエナジーの発電施設完成に伴う登録免許税
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【前年同期比】

 特別利益

上場株式6銘柄・非上場株式4銘柄の売却による「投資有価証券売却益」
旧四国支店跡地の売却益

 特別損失

大阪本社に隣接するビル2棟の解体等による「固定資産除却損」
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【前年同期比】

 営業利益：27億円(75.4％)増加

 経常利益：26億円(59.3％)増加

 親会社株主に帰属する四半期純利益：17億円(45.5％)増加
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 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益の計上等により増加したものの、売上債権の
増加等により101億円の減少

 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却等により6億円の増加

 財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払い及びノンリコース借入金の返済等により80億円の減少
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 第2四半期決算においては、土木・建築共に売上総利益が前回予想を上回った
ものの、下期に改善を見込んでいたものが、上期に実現したことが主な要因
であることから、通期業績予想は前回予想を据え置いている。
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 中間配当は前回予想と同額

 期末配当予想は前回予想を据え置き

 通期業績予想における連結配当性向：70.2％
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【前年同期比】

 土木：137億円(36.9％)増加
台湾の地下鉄工事の受注等により増加

 建築：89億円(10.2％)増加
大型物流倉庫の受注等により増加

 合計：227億円(18.2％)増加
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【前回予想比】

 土木：前回予想を据え置き

 建築：100億円増加

 合計：100億円増加

【通期の受注高予想に対する第2四半期までの進捗率】

 土木：56.8％

 建築：60.4％

 合計：59.1％
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